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	Ⅰ．2022年度事業計画
	2022年度の活動については、これまで実施してきた、設立の趣旨である「幅広い視点からの知見にもとづく、多角的な検討に基づいた取り組み」を行うことを基本とし、海洋産業界と鉱業界並びに周辺業界との間の交流を一層深める。
	2020年度から続く新型コロナウイルス感染拡大の防止に努め、Web会議システム等を利用しつつ、社会的状況を鑑みながら対面式での会議の開催も実施していく。Webサイトも含めた定期的な情報発信事業を進めつつ、全体会合、特別研究会、見学会の開催等を通じて、国内外の最新技術や政策動向について、会員の情報共有を図り、我が国の深海底資源の発展に資する有益な交流の場の提供に努めていく。また、2019年2月に改定された「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」が2023年で5年を迎えることから、次期開発計画に関する要望...
	１．理事会、総会、幹事会の開催
	理事会を1回以上、総会を1回、幹事会を必要に応じた回数、開催する。
	２．全体会合等の開催
	全体会合を複数回開催する。その他、適宜、特別研究会等を開催し、海底鉱物資源開発を牽引する国内外の団体等について学び、交流する機会を設ける。
	３．人材育成・研修事業の実施
	深海底鉱物資源の利活用促進に資する人材を育成することを目的に、一般財団法人国際資源開発研修センター（JMEC）との共催により「海底鉱物資源開発基礎講座」を開催する。新型コロナウイルスの感染状況を考慮しつつ、年度内の開催を予定。
	海底鉱物資源の開発の参考になると考えられる、船舶、研究施設・設備、鉱山関係等を対象に、見学会を実施する。
	５．情報受発信事業の実施
	会員限定の情報・資料の提供・共有、さらに外部機関の関連情報の収集、及び会員内外への情報発信等の充実・強化に取り組む。
	・ 活動内容の記録や調査研究成果等の報告書（ラウンドテーブル・レポート等）、有用資料等の発行・配布
	・ 会員保有技術の情報共有・提供
	・ ホームページ／会員専用ページの更新・充実
	・ 「RTメールニュース」の配信（年度内12回程度）
	・ 海洋鉱物資源に関する動画作成
	・ その他、関連する情報受発信活動
	６．海洋資源の開発及び関連産業の振興に関する調査・研究等の実施
	多角的な立場・視点から情報及び意見交換、さらに必要な調査・研究活動を精力的に行い、一層の充実を図る。
	・ 海外における海底鉱物資源開発に関連する法整備、各種技術動向、環境保全対策等の把握
	・ 国際機関等による有用資料やその他資料の翻訳・編集・出版・配布
	例：ISAが現在策定している「深海底における鉱物資源の開発に関する規則の草案」“Draft regulations on exploitation of mineral resources in the Area”の翻訳
	・ その他、会員の意向に基づく有用情報のとりまとめ
	７．その他、RTの目的を達成するために必要な事業の実施
	その他本会の趣旨に沿って、その他の事業活動に取り組む。
	・ 事業活動に関する会員の意向調査（アンケート）の実施
	・ 「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」に関する要望アンケートの実施
	新型コロナウイルス感染拡大による社会的状況を考慮しつつ、本年度も事業活動の一層の充実に努め、単年度収入を上回る支出を計上する予算計画とし、収支の差額は繰越金によって充当する。

